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令和８年度第１回県民モニターアンケート「食の安全安心に関する意識調査」の調査結果
  

令和８年度第１回県民モニターアンケート調査の調査結果をとりまとめました。アンケート
結果は、食品の安全性の確保と健康の増進を一体的に進める「食の安全安心と食育推進計画」
の次期計画（令和９年度～令和 13年度）の策定に活用します。 

 
 
１ 調査概要 

(1) 調査テーマ：食の安全安心に関する意識調査 

(2) 調査対象者：県民モニター2,107人 

(3) 調査期間：令和 8年 5月 15日（金） 

      ～5月 25日（月）[11日間] 

(4) 調査方法：web上のアンケートフォーム 

     に入力 

(5) 回答者数：1,599人（回答率 75.9％） 
 
 
 
 
２ 調査結果の概要 
 

項目 アンケート結果 

食品の安全安心につ

いて 

Q1 あなたは、現在流

通している食品は安

全安心だと思います

か。 

（1つ選択） 

 「安全安心だと思う（6.9%）」「どちらかというと安全安心だと思う（66.4%）」を合

わせた『安全安心だと思う』は 73.3%と 7割を超えている 

作成部局課室名 総務部秘書広報室広報広聴課 

 

 対象者 回答者 回答率 

総  数 2,107 1,599 75.9% 

性
別 

男 性 945 746 78.9% 

女 性 1,153 847 73.5% 

不 明 9 6 66.7% 

年
代
別 

10～20代 58 29 50.0% 

30代 143 92 64.3% 

40代 297 200 67.3% 

50代 512 394 77.0% 

60代 510 422 82.7% 

70代以上 587 462 78.7% 

 

6.9%

7.3%

66.4%

68.8%

16.6%

15.0%

7.4%

4.5%

2.8%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R8

R3

安全安心だと思う

どちらかというと安全安心だと思う

どちらかというと安全安心だと思わない

安全安心だと思わない

わからない

73.3%

76.1%

24.0%

19.5%



- 2 - 

 

項目 アンケート結果 

食品を安全安心だと

思う理由 

Q2 食品が安全安心

だと思う理由は何で

すか。 

（いくつでも） 

※[Q1]で「安全安心

だと思う」、「どち

らかというと安全

安心だと思う」と

回答した人 

1,171人（73.3%）に

質問 

「食品の安全性について法律で規制されているから（65.8%）」が最も高く、次いで

「食品を取り扱う施設の監視や検査を国や地方自治体が実施しているから（52.7%）」、

「生産者、製造者、販売者など食品関係事業者を信頼しているから（41.1%）」となっ

ている。 

 

65.8%

52.7%

41.1%

36.4%

29.2%

17.4%

1.0%

63.0%

47.3%

43.7%

40.3%

35.6%

23.9%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

食品の安全性について法律で

規制されているから

食品を取り扱う施設の監視や検査を

国や地方自治体が実施しているから

生産者、製造者、販売者など

食品関係事業者を信頼しているから

食品の表示を確認して

信頼できるものを選んでいるから

食品の安全性に関する

情報が多く提供されているから

消費者の知識が向上しているから

その他

R8 R3
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項目 アンケート結果 

食品を安全安心だと

思わない理由 

Q2-2 食品が安全安

心だと思わない理由

は何ですか。 

（いくつでも）  

※[Q1]で「安全安心

だと思わない」、

「どちらかという

と安全安心だと思

わない」と回答し

た人 

383人（24.0%）に質

問 

「生産者や食品関係事業者の法令遵守や衛生管理の実態に疑問を感じるから

（54.3%）」が最も高く、次いで「食品の規格基準や表示の規制が不十分だから

（52.2%）」、「食品のリスクの有無について科学的な根拠に疑問を感じるから（43.1%）」

となっている。 

 

 

54.3%

52.2%

43.1%

40.2%

35.5%

23.2%

22.7%

19.6%

15.9%

7.6%

55.8%

55.5%

42.0%

43.6%

36.4%

21.6%

20.4%

16.0%

21.9%

11.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

生産者や食品関係事業者の法令遵守や

衛生管理の実態に疑問を感じるから

食品の規格基準や表示の規制

が不十分だから

食品のリスクの有無について

科学的な根拠に疑問を感じるから

過去に問題となった事件が多く、

今後も不安だから

生産者や食品関係事業者から

提供される情報が少ないから

行政の取り組みが不十分であるから

知識不足により漠然とした

不安があるから

食の安全安心について

学べる機会が少ないから

行政から提供される情報が少ないから

その他

R8 R3
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項目 アンケート結果 

食品の安全安心に関

して不安に思うこと 

Q2-3 食品の安全安

心に関して不安に思

うことは何ですか。 

（いくつでも） 

※[Q1]で「安全安心

だと思わない」、

「どちらかという

と安全安心だと思

わない」と回答し

た人 

383人（24.0%）に質

問 

 

 「調味料や香料、着色料、保存料などの「添加物」（88.5%）」が最も高く、次いで

「「輸入食品」の安全性（80.9%）」、「農作物や畜産物（牛、豚、鶏など）に残ってい

る「残留農薬」（72.1%）」が続いている。 

 

 

88.5%

80.9%

72.1%

59.5%

58.5%

54.8%

49.6%

36.3%

26.9%

26.4%

25.3%

12.0%

4.2%

85.3%

79.3%

69.6%

59.6%

62.1%

56.4%

52.4%

29.2%

24.5%

29.5%

28.5%

10.3%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

調味料や香料、着色料、保存料

などの「添加物」

「輸入食品」の安全性

農作物や畜産物(牛、豚、鶏など)

に残っている「残留農薬」

「遺伝子組換え作物」を使用した

食品の安全性

家畜の病気の予防や治療などに使用し、

畜産物に残っている「残留抗生物質」

「食品表示」の信頼性

カドミウムやメチル水銀、

ダイオキシンなどの「環境汚染物質」

いわゆる「健康食品

（サプリメントなど）」の安全性

食中毒の原因となる「病原性微生物

（O157やノロウイルスなど）」

食品に含まれる「放射性物質」

BSE（牛海綿状脳症、狂牛病）や

高病原性鳥インフルエンザなどの「家畜伝染病」

卵や小麦、そばなどの

「アレルギー物質」

その他

R8 R3
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項目 アンケート結果 

食品の安全性を確保

するために重要な段

階 

Q3あなたは、食品の

安全性を確保するた

めには、食品の生産

から消費までのう

ち、どの段階が重要

と考えますか。 

（３つまで選択可） 

 

「食品の製造や加工段階（87.2%）」が最も高く、次いで「農作物（野菜・穀物）や

畜産物（牛・豚・鶏など）の生産段階（74.0%）」となっており、流通に至る前の段階

が重要視されている。 

 

 

74.0%

87.2%

33.3%

17.0%

38.7%

11.2%

1.1%

84.2%

89.2%

33.6%

19.9%

33.2%

10.1%
2.0%
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R8 R3
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項目 アンケート結果 

食品の安全性に関す

る情報の提供方法 

Q4あなたは、食品の

安全性に関する情報

について、どのよう

な方法で提供されれ

ば利用しやすいです

か。 

（いくつでも） 

※新規設問 

「テレビ（62.5%）」が最も高く、「ニュースサイトなどのインターネットメディア

（54.4%）」が続いている。 

 

 

 

62.5%

54.4%

41.5%

39.5%

37.3%

28.8%

21.3%

14.6%

12.8%

12.4%

10.7%

9.9%

8.6%

8.3%

6.8%

6.7%

6.4%

3.0%

1.8%

1.6%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

テレビ

ニュースサイトなどのインターネットメディア

食品の容器や包装の表示

新聞

国・県・市町などの行政機関の広報誌やチラシ

国・県・市町などの行政機関のウェブサイト

消費者団体や生協などのポスターやチラシ

書籍や雑誌

YouTube

ラジオ

家族や友人

X（旧Twitter）

Instagram

国・県・市町が主催する講習会

（体験型、施設見学）

行政以外が主催するイベント

（講演会、セミナーなどを含む）

国・県・市町が主催する講習会

（講義形式、オンライン形式、動画配信形式）

LINE

Facebook

Tiktok

ブログ

その他
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項目 アンケート結果 

食品の安全安心につ

いて知りたい情報 

Q5 食の安全安心に

ついて、あなたが知

りたい情報は何です

か。 

（いくつでも） 

 

「添加物や農薬に関すること（70.1%）」が最も高く、7割を超えている。 

 

70.1%

54.6%

50.3%

41.0%

37.0%

33.7%

31.5%

28.8%

27.8%

22.2%

21.8%

17.4%

12.8%

1.3%

1.0%

73.4%

53.0%

55.9%

43.7%

41.1%

35.9%

26.5%

31.6%

20.8%

22.7%

21.8%

10.4%

1.0%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

添加物や農薬に関すること

食中毒や違反食品の発生状況

食品の表示に関すること

県の食の安全安心の取組

食品の抜き打ち検査の結果

食品の製造所や販売店

への立入調査結果

食中毒の予防方法

家畜伝染病の発生状況

食品の自主回収（リコール）

食品関係事業者のHACCP(ハサップ)

（自主的な衛生管理）の取り組み状況(※)

食品のアレルギーに関すること

兵庫県認証食品

食の安全安心に関する

講習会やイベント等

特になし

その他

R8 R3(※) R8から追加された選択肢
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項目 アンケート結果 

食品の安全安心につ

いて県に求めること 

Q6 食の安全安心に

ついて、あなたが県

に対して求めること

は何ですか。 

（いくつでも） 

 「法令違反があった内容の公開（70.2%）」が最も高く、「生産から製造に至る各工

程での指導や立入調査（64.5%）」、「食の安全安心に関する各種情報の提供（62.1%）」

が続いている。 

 

70.2%

64.5%

62.1%

36.5%

26.9%

18.7%

16.8%

15.9%

1.8%

1.8%

73.7%

63.3%

64.4%

33.9%

19.7%

16.3%

17.8%

1.3%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

法令違反があった内容の公開

生産から製造に至る各工程

での指導や立入調査

食の安全安心に関する

各種情報の提供

食品関係事業者への

自主衛生管理の推進

（HACCPの導入・定着支援）(※)

兵庫県認証食品制度のさらなる推進

食の安全安心に関する講習会

などの学習機会づくり

子どもを対象とした手洗い教室

などの衛生教育

県民、事業者、行政が相互に

意見を交換できる機会づくり

特になし

その他

R8 R3(※) R8から追加された選択肢
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項目 アンケート結果 

食中毒のリスクを知

りつつも行ってしま

う行動 

Q7あなたは、食中毒

のリスクを知りつつ

も、つい行ってしま

う行動にはどのよう

なものがあります

か。 

（いくつでも） 

※新規設問 

 「生ものを取り扱う包丁やまな板は専用にしていない（38.1%）」が最も高く、次い

で「牡蠣（カキ）の生食（外食を含む）（31.1%）」が続いている。また、「特に思い当

たる行動はない（25.9%）」人は 2割を超えている。 

 

 

 

38.1%

31.1%

21.5%

18.8%

14.4%

12.6%

10.8%

10.3%

8.2%

7.7%

3.0%

0.5%

25.9%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

生ものを取り扱う包丁や

まな板は専用にしていない

牡蠣（カキ）の生食（外食を含む）

調理後は、すぐに食べず

そのまま放置してしまうことがある

焼肉などで、トングの使い分けをしていない

鶏肉の刺身やタタキなどの生食（外食を含む）

食材は特に厳選せず、購入する

牛肉のユッケやタタキなどの生食、

生ハンバーグの喫食（外食を含む）

手洗いをせず、調理や食事をすることがある

購入した食材をすぐに冷蔵庫に入れない

加熱が不十分なまま食べてしまうことがある

素人判断で採取したキノコや

野草・山菜などを食べる

自分が釣ったふぐを自分で捌いて食べる

特に思い当たる行動はない

その他
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項目 アンケート結果 

食肉の生食する理由 

Q7-2 食肉の生食を

する理由は何です

か。 

（いくつでも） 

※[Q7]で「牛肉のユ

ッケやタタキなど

の生食、生ハンバ

ーグの喫食（外食

を含む）」、「鶏肉の

刺身やタタキなど

の生食（外食を含

む）」と回答した人 

297人（18.6%）に質

問 

※新規設問 

 

 「おいしいから（69.0%）」が最も高く、6割を超えている。次いで「生の食感や風

味が好きだから（41.1%）」が続いている。 

 

 

69.0%

41.1%

40.4%

39.7%

25.3%

21.9%

7.1%

0.7%

0.0%

5.4%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80%

おいしいから

生の食感や風味が好きだから

飲食店で提供されており、

安全だと思うから

新鮮な肉なら安全だと思うから

これまでに生で食べても

問題がなかったから

生食文化のある料理（ユッケ・タタキなど）

に慣れているから

周囲の人が生で食べているため、自分も

大丈夫だと思うから

テレビで紹介されたから

SNSで紹介されたから

特に理由はないが、

なんとなく食べてしまうことがある

その他
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項目 アンケート結果 

カンピロバクター食

中毒について知って

いること 

Q8 カンピロバクタ

ー食中毒について知

っていることは何で

すか。 

（いくつでも） 

※新規設問 

「鶏肉の生食（鶏刺し、鶏肝刺し、鶏のたたき等）や加熱不十分な鶏肉を原因とす

ることが多い（51.6%）」が最も高く、5割を超えている。次いで「新鮮な鶏肉でもカ

ンピロバクターが存在している（31.6%）」が続いている。また、「特に知らない（39.4%）」

人が 4割近くいる。 

 

 

51.6%

31.6%

27.8%

16.5%

14.3%

13.3%

12.8%

7.7%

39.4%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

鶏肉の生食（鶏刺し、鶏肝刺し、鶏のたたき等）

や加熱不十分な鶏肉を原因とすることが多い

新鮮な鶏肉でもカンピロバクターが存在している

タタキのように表面を焼いたり、

わさびを付けたりしても殺菌できない

細菌性食中毒事件発生数はワースト１位である

カンピロバクター菌に汚染された鶏肉でも、

中心部まで加熱すれば（75℃で1分間以上）

問題なく食べることができる

市販の生の鶏肉から高い確率で

カンピロバクター菌が検出されている

カンピロバクターに感染した数週間後に、

神経麻痺などを起こすギランバレー症候群を

発症することがある

居酒屋などを利用する20代前後の

若者が患者になることが多い

特に知らない

その他
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項目 アンケート結果 

兵庫県認証食品の認

知度 

Q9あなたは、兵庫県

認証食品（以下「認

証食品」という）を

知っていますか。 

（1つ選択） 

「言葉も内容も知っている（9.9%）」と「言葉は知っているが、内容は知らない

（37.6%）」を合わせた『知っている』は 47.5%であった。 

 

兵庫県認証食品の購

入について 

Q10 あなたは、県産

食品の安全性や個

性・特長などを兵庫

県が認証する認証食

品を購入したいです

か。 

（1つ選択） 

 「推奨ブランド品なら価格が高くても購入したい（7.6%）」と「安心ブランド品な

ら価格が高くても購入したい（10.2%）」を合わせた『高くても購入したい』は 17.8%

と前回調査時より 6.4ポイント増加している。 

28.9%

36.3%

48.1%

46.9%

7.6%

3.8%

10.2%

7.6%

5.2%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R8

R3

推奨ブランド品が同価格なら購入したい

安心ブランド品が同価格なら購入したい

推奨ブランド品なら価格が高くても購入したい

安心ブランド品なら価格が高くても購入したい

購入したいとは思わない

17.8%

11.4%

9.9%

15.5%

37.6%

34.8%

52.5%

49.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R8

R3

言葉も内容も知っている

言葉は知っているが、内容は知らない

言葉も内容も知らない

47.5%

50.3%
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項目 アンケート結果 

兵庫県認証食品の購

入理由 

Q10-2 価格が高くて

も購入したい理由は

何ですか。 

（いくつでも） 

※[Q10]で「推奨ブラ

ンド品なら価格が

高くても購入した

い」、「安心ブラン

ド品なら価格が高

くても購入した

い」と回答した人 

285人（17.8%）に質

問 

※新規設問 

 「安全・安心なものを使用したいから（82.8%）」が最も高く、8割を超えている。 

兵庫県認証食品ロゴ

マークの認知度 

Q11 あなたは、次の

マークを知っていま

すか。 

（1つ選択） 

 

 「意味も含めて知っている（6.4%）」と「見たことはあるが、詳しい意味は知らな

い（33.5%）」を合わせた『知っている』は 39.9%であった。 

 

※ 報告書中の数字は、四捨五入による端数を調整していないため、内訳と計は必ずしも一致しない。 

【 問い合わせ先 】総務部秘書広報室広報広聴課 (TEL078-362-3022)  

82.8%

55.8%

52.6%

30.2%

15.8%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

安全・安心なものを使用したいから

価格に応じた付加価値があると思うから

県内の生産者を応援したいから

県の認証なら信頼できるから

おいしい・良い商品だから

その他

6.4%

7.7%

33.5%

36.2%

60.0%

56.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R8

R3

意味も含めて知っている

見たことはあるが、詳しい意味は知らない

知らない

39.9%

43.9%


